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観
光
都
市 

長
浜 

の
礎
を
つ
く
る 

【
創
造
期
】

市
町
合
併 

に
よ
る
新
た
な
ま
ち
づ
く
り 

【
転
換
期
】

平成
１～10
年

平成
11～22
年

 

平
成
元
年 
黒
壁
ガ
ラ
ス
館
オ
ー
プ
ン

 
 

奥
琵
琶
湖
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
無
料
化

 
 

木
之
本
大
橋
開
通

 

２
年 

ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
ト
稼
動
開
始

 
 

木
之
本
ス
テ
ィ
ッ
ク
ホ
ー
ル
完
成

 
 

長
浜
地
方
卸
売
市
場
開
場

 

３
年 

公
共
下
水
道
供
用
開
始

 
 

北
陸
本
線
米
原
―
長
浜
間
直
流
化

 
 

冨
田
人
形
会
館
完
成

 

４
年 

県
立
長
浜
ド
ー
ム
竣
工

 
 

イ
タ
リ
ア
ヴ
ェ
ロ
ー
ナ
市
と
姉
妹
都
市
連
携
締
結

 
 

び
わ
川
道
工
業
団
地
竣
工

 

５
年 

長
浜
曳
山
祭
子
ど
も
歌
舞
伎
ア
メ
リ
カ
公
演
実
施

 
 

高
月
図
書
館
、公
園
竣
工

 

６
年 

映
画「
男
は
つ
ら
い
よ
」ロ
ケ
が
市
内
各
地
で
実
施

 
 

浅
井
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
完
成

 

７
年 

Ｓ
Ｌ
北
び
わ
湖
号
湖
北
路
を
走
る

 
 

列
見
ア
ン
ダ
ー
竣
工

 

８
年 

北
近
江
秀
吉
博
覧
会
開
催

 
 

市
立
長
浜
病
院
移
転
新
築

 
 

東
上
坂
工
業
団
地
完
成

 
 

浅
井
文
化
ホ
ー
ル
完
成

 
 

藤
ヶ
崎
ト
ン
ネ
ル
開
通

 

９
年 

伊
香
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
稼
動
開
始

 
 

羽
衣
交
流
サ
ミ
ッ
ト
開
催

 

10
年 

大
手
門
通
り
に
ま
ち
づ
く
り
役
場
が
開
設

 
 

第
１
回
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ
の
開
催

 

平
成
11
年 

ク
リ
ス
タ
ル
プ
ラ
ザ
稼
動
開
始

 
 

地
域
振
興
券
交
付

 
 

び
わ
リ
ュ
ー
ト
プ
ラ
ザ
完
成

 

12
年 

曳
山
博
物
館
オ
ー
プ
ン

 
 

介
護
保
険
制
度
ス
タ
ー
ト

 
 

湖
北
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
完
成

 

13
年 

湖
北
み
ず
ど
り
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
オ
ー
プ
ン

 
 

小
学
校
英
語
教
育
ス
タ
ー
ト

 
 

幼
稚
園
で
３
年
保
育
ス
タ
ー
ト

 

14
年 

新
横
山
ト
ン
ネ
ル
開
通

 
 

公
立
学
校
完
全
週
５
日
制
ス
タ
ー
ト

 
 

冨
田
人
形
サ
マ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
始

 

15
年 

長
浜
バ
イ
オ
大
学
開
学

 

16
年 

市
税
等
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
納
付
ス
タ
ー
ト

 

17
年 

京
都
大
学
と
０
次
予
防
健
康
づ
く
り
推
進
事
業
の
計
画
策
定

 
 

長
浜
新
川(

山
階
―
琵
琶
湖
４
㎞)

開
通

 
 

奥
び
わ
湖
水
の
駅
あ
ぢ
か
ま
の
里
オ
ー
プ
ン

 

18
年 

北
近
江
一
豊
・
千
代
博
覧
会
開
催

 
 

長
浜
市
・
浅
井
町
・
び
わ
町
が
合
併
し
、長
浜
市
と
な
る

 
 

湖
北
地
域
消
防
組
合
発
足

 
 

Ｊ
Ｒ
琵
琶
湖
環
状
線
開
業

 

19
年 

長
浜
曳
山
祭
12
基
が
90
年
ぶ
り
に
長
濱
八
幡
宮
に
揃
う

 
 

田
根
地
区
地
域
づ
く
り
協
議
会
設
立（
長
浜
第
１
号
）

 

20
年 

小
中
学
生
入
院
費
助
成
制
度
ス
タ
ー
ト（
小
学
生
は
19
年
か
ら
）

 
 

長
浜
市
民
会
館
閉
館

 
 

国
道
３
０
３
号
線
川
上
・
八
草
バ
イ
パ
ス
全
線
開
通

 

21
年 

あ
ざ
い
・
び
わ
・
六
荘
で
認
定
こ
ど
も
園
の
モ
デ
ル
事
業
開
始

 
 

定
額
給
付
金
・
子
育
て
応
援
特
別
手
当
給
付

 

22
年 

長
浜
市
と
旧
東
浅
井
郡
と
旧
伊
香
郡
の
６
町
が
合
併

　
平
成
初
期
は
、
長
浜
が
観
光
都
市
へ

と
大
き
く
飛
躍
し
た
時
代
。
黒
壁
ガ
ラ

ス
館
の
開
館
に
始
ま
り
、
長
浜
を
舞
台

と
し
た
映
画
「
男
は
つ
ら
い
よ
」
公
開
、

大
河
ド
ラ
マ
「
秀
吉
」
と
連
動
し
た
「
北

近
江
秀
吉
博
覧
会
」
の
大
成
功
な
ど
で

観
光
客
数
は
急
増
し
、
観
光
都
市
長
浜

の
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
て
い
き
ま
し

た
。

　
ま
た
、
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
、
阪
神

淡
路
大
震
災
の
発
生
な
ど
未
曾
有
の
出

来
事
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
間
も
、

下
水
道
の
整
備
や
主
要
ト
ン
ネ
ル
の
開

通
、
市
立
長
浜
病
院
の
移
転
改
築
な
ど

を
着
実
に
進
め
、
市
民
の
暮
ら
し
向
上

を
め
ざ
し
ま
し
た
。

　
平
成
中
期
は
、
地
方
分
権
の
推
進
、

市
町
村
合
併
、
指
定
管
理
者
制
度
導
入

な
ど
行
政
改
革
が
国
全
体
で
進
ん
だ
時

代
で
す
。
湖
北
地
域
で
も
市
町
合
併
論

議
等
が
高
ま
り
、
２
度
の
合
併
に
よ
り

現
在
の
長
浜
市
が
誕
生
し
、
大
き
な
転

換
期
と
な
り
ま
し
た
。「
地
域
の
こ
と

は
地
域
で
」
と
い
う
考
え
が
広
ま
り
、

市
内
で
初
め
て
田
根
地
区
で
地
域
づ
く

り
協
議
会
が
で
き
る
な
ど
、
現
在
の
長

浜
の
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
礎
が

築
か
れ
ま
し
た
。

黒壁ガラス館オープン1市 6町合併調印式 北近江秀吉博覧会

 世界・日本の動き
・消費税 (３％ )が開始 (平成元年 )
・バブル崩壊 (平成３年 )
・雲仙普賢岳噴火(平成 3年 )
・ソビエト連邦崩壊 (平成３年 )
・東海道新幹線「のぞみ」運転開始
  ( 平成 4 年 )
・Ｊリーグ開幕 (平成５年 )
・阪神淡路大震災(平成7年 )
・地下鉄サリン事件 (平成７年 )

 世界・日本の動き

・ＡＤＳＬが開始 (平成11年 )

・アメリカ同時多発テロ事件 (平成13年 )

・学校週５日制が導入される (平成14 年 )

・イラク戦争 (平成15年 )

・ＪＲ福知山線脱線事故 (平成17年 )

・世界金融危機 (平成19年 )

・郵政民営化 (平成19年 )

・オバマ氏が黒人初の米大統領に(平成21年)

新
た
な
感
性
を
生
か
し

み
ん
な
で
未
来
を
創
る
ま
ち

ま
ち
づ
く
り
へ
の
想
い
は

長
浜
市
民
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

　
合
併
に
よ
り
、
生
産
・
流
通
・
消
費
都
市
と
し
て
の

責
任
、
生
活
中
心
と
し
て
の
都
市
拠
点
と
北
部
地
域
の

魅
力
づ
く
り
の
責
任
、
一
つ
の
都
市
「
ワ
ン
長
浜
市
」

と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ･

体
制
づ
く
り
な
ど
、
長
浜
市
は

様
々
な
責
任
を
負
う
都
市
に
な
り
ま
し
た
。

　
合
併
後
10
年
間
、
北
部
地
域
の
魅
力
づ
く
り
が
で
き
、

ま
ち
に
大
き
な
効
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
大
き

く
評
価
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
、市
民
の
「
私

た
ち
が
ま
ち
を
支
え
て
い
く
」
と
い
う
意
識
も
生
ま
れ
、

一
つ
の
長
浜
市
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
が
進
ん
だ
こ

と
も
大
き
な
成
果
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
10
年
は
、
生
産
年
齢
人
口
減
少
と
老
齢

人
口
増
加
、
市
中
心
部
や
地
域
づ
く
り
協
議
会
の
担
い

手
の
減
少
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
大
き
な
変
化
が
訪

れ
ま
す
。
総
合
計
画
の
理
念
で
あ
る
「
あ
ら
た
な
感
性

を
活
か
し
、
み
ん
な
で
未
来
を
つ
く
る
ま
ち
」
の
と
お

り
、
市
民
の
底
力
が
試
さ
れ
る
時
で
あ
り
、
一
人
ひ
と

り
の
力
を
総
結
集
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
地
域
づ
く
り
協
議
会
や
自
治
会
が
活
躍
で
き
る

新
し
い
仕
組
を
作
り
、
行
政
と
市
民
が
一
体
と
な
っ
て
、

ま
ち
全
体
の
底
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　「
長
浜
の
ま
ち
を
活
気
づ
け
た
い
」
と
い
う
熱
い
想
い

を
持
っ
た
市
民
が
中
心
と
な
っ
て
黒
壁
ガ
ラ
ス
館
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
試
行
錯
誤
か
ら
始
ま
り
ま
し
た

が
、
多
く
の
人
の
協
力
を
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
様
々

な
試
み
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
北
陸
線
の
直

流
化
や
大
河
ド
ラ
マ
な
ど
、
時
代
の
波
に
も
助
け
ら
れ
、

ま
ち
づ
く
り
の
手
段
と
し
て
始
ま
っ
た
黒
壁
が
、
30
年

を
経
た
今
、
長
浜
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
育
ち
ま
し
た
。

　
長
浜
は
町
衆
が
築
き
上
げ
て
き
た
ま
ち
で
あ
り
、
今

で
は
「
市
民
運
動
か
ら
生
ま
れ
た
観
光
都
市
」
と
し
て

大
き
く
発
展
し
ま
し
た
。
そ
の
原
動
力
と
な
っ
た
市
民

の
「
地
元
へ
の
想
い
や
熱
意
」
は
長
浜
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
で
あ

り
、
そ
れ
を
守
り
継
い
で
い
く
こ
と
は
、
令
和
の
時
代

も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
今
、
長
浜
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
次
の

世
代
の
若
者
が
動
き
出
し
て
い
ま
す
。
行
政
や
市
民
、

様
々
な
団
体
と
繋
が
り
、
人
ぐ
る
み
、
ま
ち
ぐ
る
み
の

輪
を
作
り
な
が
ら
、「
ま
ち
づ
く
り
の
心
棒
」
と
な
っ
て
、

令
和
の
長
浜
の
ま
ち
づ
く
り
を
担
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
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※この特集は17ページの「市民からのメッセージ」の対象です。


